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一一一生化学的薬理学
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朝倉書唐，東京， 493頁
昭和 46年 9月発行， 9，500円
薬理学への生化学的アプローチ
編者いわく「薬理学は歴史的に生理学から分かれ独立した。しかし，近年の急
速な生化学の発展に裏付けられて，生化学的方法は薬物と生体との相互作用様式
を物質レベルで、解明するに有用な手段となった。」
著者のひとりいわく「薬物が疾病の予防，治療診断に使用される化学物質であ
るとするならば，その薬物が動物体内に入った時には変化を受けることは当然で
ある。薬物を投与するにあたって，薬物代謝の正しい知識がなければ薬物の正し
い効果を期待することはできない。」
著者の別のひとりいわく「一般に薬物とは生体に対し強力な作用物質で 1)台少
量で作用を示し，…… 2)化学構造を少し変えることにより効果が著明にかわり，
・3)構造類似物などにより選択的に効果が抑えられるものが多い。 このよう
な特長を示す多くの薬物は，生体組織のある特定の高次構造と結合することによ
り，その作用を示すものであると考えられる。このような高次構造を薬物レセプ
ター と呼ぶ。J
すなわちこの本は生体内における薬物の働きと，生体の生理機能発現の微妙な
からくりを，生化学的な観点や手段によって解明しようとしたものである。とい
ってもそれほどむずかしいものではない。薬理学会においてかねてからこの方面
での仕事を続けてこられた 36人の研究者が分担執筆の形で， それぞれ最も得意
とするところを，かなり簡潔にまとめられてあるもので，読みごたえがある一方
理解もしやすい。
本書は 2部に分けられており，第 l部は薬物の吸収と排、池，代謝，作用につい
て総論的に述べられ，第 2部は種々な薬物の系列についての各論的な説明がなさ
れており，従来の薬理学教科書と形は似てはいるが，内容的にユニークなもので
ある。
もともと薬理学会において， 生化学的な薬理を主として行なっているのは関
西・九州方面の方々が多く，本書の編者もひとりは大阪大学，ひとりは熊本大学
の教授である。執筆 36人の大部分が関西・九州系であるが，抑制性伝達物質と
痘撃剤の項は医歯大大塚教授，自律神経節の薬理は本学村山教授，平滑筋への薬
物作用は順天大板東教授，腎臓の薬理は東大酒井教授，鎮痛薬は慶応大細谷教授
など，関東方面の人々もふくめて薬理学会のそれぞれの道の第一人者の蓮蓄に居
ながらにして接することができる。 (Y. H.) 
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